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の浦場經
£

の理論の自律性其物に對して勢力にょる根本的な改革を要求するに至つてがるからでぁる。即ち

ti
l

®
の
 

_
態は、古典學派の

.

經濟理論に見られる如き

'
經濟辦則と勢力の樹立を想也する硏究ょり、更に：

一

步進んで經濟隹

. 

'則其自體を_成する要因と

し

て

，の勢劝、又は勢カに.依

>

て動，かされて，ゅく所の經濟法則の姿.の硏究を要求するので

ぁ
る
。
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斯
く
の
勿
き
時
期
冗
際
し
て
，
勢
力
，理
論
の
爲
に
多
郎
撓
ま
ざ
る
努
力
を
續
け
ら
れ
た
高
田
隙
士
が
、
此
方
面
に
關
す
る
最
近
の
抒 

論
1

を

一

翳
に
製
め
て
上
梓
せ
ら
れ
た
と
と
は
、
我
々
經
濟
學
I

に
と
つ
て
.研
究
上
，の
一
つ
の
指
针
を
汞
さ
る
-

の
と
し
て
大
い
に 

,
意

義

深

ぃ

も

の

が

办

る

、。

玆

に

本

書

^ .

犬
要
を
述
べ
.
、
併
す
て
.卑
見
の
一
端
を
記
し
て
紹
介
の
寶
に
任
じ
た
い
士
思
ふ
。
.
‘

:
:广
*

書
私
七
幾
の
論
產
.

^
爲

雙
1

:

:

1ー

論

勢

为

說

は

_

_

郎

ら

« '
:

^

を
爲
す
も
の
で
f

o

.

第
二
.
よ
り
第
四
に
至
る
論
文
、「

勢
力
と
し
て
の
，.價
栳J

,「

勢
力
抽
廣
の
經
濟
理
論」

「
限
界
生
®
カ
說
と
勢
力
の 

时
題」

は
尤
潞
¥

代
的
に
遡
つ
，

H

發
.表
さ
れ
.
た
も
の
.
で
ぁ
る
が
、
第
ヤ
^
 

•主
要
部
分
を
反
覆
ず
'
る
と
同
時
に
、
他
の
傍
證
的
な
部
：分
を
:

J

.層群細に說かれたもので

.、謂は
f

第一論に對して補論的

#;
,位
‘にぁる。
•第五論「

勢力說に於付る存在狗來他しは'勢力

の
勢
力
說
隱

W
過程を一一小すも

•のとしての價値を持つ。第七論は併し主としてシュム。へ
丨
ゃ
の
勢

-*
說批判、(
彼の論文 

aas'Grundprin

p.p 'der .verteilungstheorFArcMv .f. 'soz.ialw.

,.デ sozialp. :42 Bd. 

KI1

一八
'̂〉

の..斜
^

として意義上
v

持っ。 

'

.丨辩者自身は從つて第一論及び第五論に最も興味を惹かれた。以下之に就て主士して筆をとら

.ぅと田心ふ。

：：

，

•
博士被先づ從來

.の勢力說に就て簡單な歷史的考察を刺へられる。

 

,

,

.

.■元來勢カの

..問題が近代經濟

.理論に

.於て
'S'

思を惹くに里つ

'たの
.はべ
1

ム
•パゥチルクの有名な論文

「

勢カか經濟法則 

かし以來といつてもよ，い。此論文は當時

(D
-

シュトルッマン及びッガン

•バラノゥズキ

1
0勢力說の立場よりする限界

：:
' 

效
W
M
-論批判に對する反批判上して書かれたものでぁつ

.て、.其主旨は勞働の.價値は其限界的生靡力に等しいといふ 

ベ丨ムの主張する經濟法則が、經濟外的勢カを加へ

-られた場合，に如何なる變容を蒙るかを說き、併せて、完全

Q_由 

競举の支配する長肌の觀察に於：て、限界生虚力を超へる所に勞働の

.市場慣格を定めると

'しても、
‘
.
I例へば勞働組

合の勢力に依つて

-
-

それは
^

つ
^

努働若の不利益に歸するでぁらぅといふ

1
謂は
'̂
經濟法則に對す

!?
>勢カの無效

.架を說き主張するもの

..で

.ある。 

• 

•

•

、
澳士によれば

*
、レュトル，ッマンは經濟法則を否定する勢力說を說くかの如く、然飞其所論に理論的明晰さを缺く 

.
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け
故
を
以
て
之
に
深
く
立
人
る
要
を
見
ら
れ
な
い
？ 
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生
席
物
の
俏
格
も
亦
常
然
之
に
供
つ
て
.
影
響
を
受
け
ざ
るt

l
r

な
い
P

.
前
客
の
世
界
と
後
教
の
世
界
を
分
離
す
る
こ
と
は
I

り
で
あ
る

;;

と
^;
:

■

:

■

あ
.深

癸

：頁
.^ :
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 ̂

.

ノ
ぜ
高
伽̂

士

は
-^

ュ
淨
ル
女
^
雙 

’

米
だ
揽
心
に
至
ら
な
か
つ
た
が
故
.
に
一
一
つ
の
世
界
を
八
刀
つ̂

い
ふ
誤
り
に
陷
つ
た
の
.

で
あ
る
。
そ
こ
で
博
士
の
勢
力
說
ま
*

一
 

般
均

«

现
論
：ゆ̂

向
^:
_

鼠
藥
ヵ
說
务
郷
代
的
：に
敗
鐵
ず
る
智 

.

:.
.
:
即
^

高
印
_

士
の
：交
場
'(
0
,
第
1
:
.の
_
聲

ふ
こ
と
で
あ
る
。
博
士
拟
自
ら
效
用

.

理
論
を
以
て
第
厂
次
接
近
と
し

'
 

其
勢
力
說
を
以
て
現
赏
釋
明
へ
の
第
一
一
次
接
近
と
起
義
し
て
居

- 

ル
机
る

o

; M

ヵ
說
を
德
そ
第
£ :

次
接
近

^

. ^

ず
迦
：：由

&

效
用
理
論

.

が
極
玲
て
：抽

fe

り
本
不
；̂
分
で
.

^
>|
>

が
：
勢
力
2

へ
因
子̂

取
人
^

る
.
.こ
.と
.
に
截
っ
^

-;
'

此
等
(0
.不
：完
全
.
が
讓
1.
<̂
:

取
除
.か
れ
フ
.理
論
と
し
て一

層
現 

實
忙
接
近
；し
:#

る
と
；い
：為
の
.セ
惠

:；

に
，歲
け
:2
>
:比

鬆

高

賃

鈸
.<
/

>

#在
我
他

.

方
：に
於
ゆ
：る
：多
_

の
朱
動
者
惑
'#

夜
^:
:

で
考
尨
^

:
が
.
、*

ガ
理
翁
に
依
れ
就
容
^

に
解
^

0

轉
る
基
い
；ふ
贫
於

■
せ
.
-ら
れ
る
，-

の
.

で
-
.ぁ
：：る
-°
-
' 
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:
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:

.

與
件
を
以
て
總
て
勢
力
.
の
作
用
を
含
む
も
の
と
解
す
る
時
に
當
然
類
推
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
價
格
を
ば
其
儘
勢
力
關
係
の
表
. 

)

ー
»;
と

見

本

な
^ ;

が
が
身
る
9

爾
ぢ
胁
敗
楚
換
價
- «

:

ゆ
賊
_

^ ;
-

體
^

.

.
:
:と
^|
:

_

な
1

觀
1>
:

« '

る
能
办
^

あ̂

げ

：
聰̂

- :
:

^
城
| :

_

ゅ
_

§

_

辦
と
_

^

の
觀
_

_

贷
_

•
'
#
#
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_

,

サ3:

'
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•
■

證
風
_

_
の_
釋
_
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_露
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通

讓

呼

；
_

_
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■
議

蕭

::
-':ハ：

ベ‘

:

.

.

.

_

_

_

_

1.
;:

論
_

纖

^

の
特
徴
と
蛴
ぶ
ご
と
.に
し
ょ
ぅ
。
：

•

•

:

.

-
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■ 1
:

:

に
篇
^

知

耽

吹

紙

濟

'

*

_

於

« :
:

^ '

の.
比

較

就»

の̂

»

ぬ
と
こ
ろ
の
，經

濟

であ
，る
。

こ
，れ
は
殆
ど
す
，ベ
て
の
經

濟

现

論
f

前

提

とし
て
取
㈣

‘
つC

ゐ
る
と
こ
ろ
の
經

济

であ
る」

。「

總
て
の
經

ー：：：論
德
が

_

_1 :
:

:

の
證
機
械
；の
_

_
靡
：に減恕ら

^
:效
«

扉汰少
^
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.

之
に
對
し
勢
力
理
.論
は
、
經
濟
主S

、

就
中
勞
働
供
給
者
•
が「

其
勢
力
に
恶
い
て
價
格
の
上
の
要
求
に
出
る
上
こ
ろ
の
經
濟」

(

ニ
〇 

寅

)
で
I

 

o

詳
言
す
れ
ば
勞
働
の
へ
供
給
者
が
幾
らp

も
宜
七
か
ら
拂
つ
て
下
さ
暴
働
で
働
か
う
と
い
ふ
'
受
身
の
態
圯
に
で
な
ハ 

で
幾
ら
で
な
け
れ
ば
紙
か
、な
い
と
い
ふ
，能
動
的
熊
度
に
で
る
經
濟
克
勢
カ
經
濟
と
，■い
ふ
。
而
し
‘
て

現

^

の

經

濟

は

效

用

經

濟

斤

な

く

し 

て

勢

力

經

濟

，で

あ

る

と

。

 

 ̂

, 

- 

一
.，

- 

.
/

:

•
 

.
 

.
 

•
 
•
 

■
 

,

-

て
 

...
 

.
 

-
 

. 
•
 

•
 

.
 

-
 .

勞
働
者
の
態
.使
が
受
身
で
あ
る
の
と
能
動
的
‘で

あ
る
の
と
は
ど
，う
.い
ふ
和
違
を
經
濟
理
論
に
興
-へ
る
か
*

o 

'

前
者
に
依
れ
ば
總
て
財
貨
‘の
M̂
fl
f
は
其
限
界
效
吊
に
依
つp

策
ま
る
、
努
膨
，と
い
ふ
生
產
手
段
の
■

八
ロ
に
は
.々
其
限
界
效
斯
卽
：ち
.. 

興
限
界
的
坐
靡
力
に
依
つ
て
兒
ま
る
こ
と
に
?
-る
？ 

'そ
'れ
は
供
給
せ
ち
れ
‘た
る
同
種
勞
働
の
最
後
の 

ー
¥
位
の
决
峦
カ
で
あ
る
。

'

高
田
博
士
に
俄
れ
ば
然
.-る
に
斯
徽
な
鏡
湖
は
、
現
實
の
事
雜
と
一
敢
し
な
い
じ
即
ち
變
に
は
長
期
に
一
旦
つ
て
一
方
^

於
て
高
額
の
®

 

銀
を
收
得
す
る
勞
働
者
と
、
他
方
纪
於
て
多
數
の
失
業
乾
が
作
在
す
る
。
欠
業
宥
は
何
等
，生
紙
力
を
持
た
な
い
穷
働
者
で
あ
る
。
效
nj

赁
鈒
で
V

も
與
へ
ら
れ
た
る
努
働
の
#

#

を
受
人
れ
て
働
く
普
で
あ
る
求
め
る
こ
>「

が
あ
れ
ぱ
、
' 

資
本
家
は
ょ
り
安
£
勞
民
で
之
釔 

雇
ふ
に
違
ひ
な
い
の
で
あ
る
"0

そ
れ
が
受
身
の
計
鮮
機
械
と
し
て
の
^

働
者
の
前
提
ょ
り
す
る
當
然
の
結
論
で
'
な
け
れ
尤
な
ら
2

。
さ 

う
だ
と
す
れ
.
ば
、「

失
樂
が
あ
.る

場

貧

も

雇

装

て
W

る
限
り
、Q

篡

の

限

界

的

議

ガ

^
於
て
勞
銀
が
定
免
る
と
い
t

と
は
到
®
: 

，理
解
•
す
べ
か
ら
ざ
る
考
へ
方
：で
あ
る
。‘」

0

八
四
灯
} 

.
 

.

.

‘

此

現

實

.'
^
獨
^
の
矛
盾
棘
勞
働
者
り
抵
抗
と
^
ふ
勢
カ
^
因 

で
士
け
れ
ば
_
か
ぬ
と
ぃ
ふ
態
度
を
勞
働
者
が
と
る
，以
上
は
、
ど
れ
だ
け
'失
業
が
あ
つ
て
も
、
勞
銀
は
傭
味
れ
て
ゐ
る
.-
S
り
つ
ぐ
々
？

:

眼
界
的
生
產
カ
に
等
し
い
普
^

あ
る
^

と
い
.
.
4の
で
あ
今
.

：
.

.

ゾ
.
.
,
v
. 

•

.

抑
タ
勞
働
.を
供
給
す
.る
.
者
.は「

.
ブ
定
：の
社
會
的
地：

位
.を
持
ち
、
.
從
つ
て
..

1

定
の
社
會
的
勢
力
を
も
，つ
か
.

^
、
力
の
：欲
望
は
此
地
位
に
應 

,
じV

,

財
と
ひ
き
か
へ
に
一
定
の
惯
格
を
要
求
す
る
:0

即
ち
獲
辟
す
る
も
の
1の
■内
容
に
對
す
る
評
價
よ
り
も
、
獲
得
の
仕
方
又
は
過
程
に 

.

重
點
.が
置
か
れ
る
.

f
此
過
.程
.に
於
.て
力
の
欲
望
を
地
.位
に
應
じ
て
滿
.た
1さ
.ぅ
'
と
ず
^

。
即̂

と
れ
に
よ
.
ク
て
勢
力
の
行
使
に
伴
ふ
力
、の

.

.

ン
欲
望
.
.の
.
充
足
を
求
.め
よ
ぅ
と
し
、
ま
.
た
他
方
地
位
：の'
表
彔
乃
至
誇
示
の
要
，求
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。
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械
の
作
用
に
- 

は
、
即
，ち
-
<

々
の
財
賃
の
倒
値
評
價
办
中
味
に
ば
勢
力
的
耍
闪
が
働
い
て
居
る
こ
と
.
を
認
め
て
少
し
も
幾
支
へ
な
い
の
で
あ
り
、
而
し
，
 

て
博
士
も
亦
之
を
澉
認
せ
ら
れ
る
。
之
は
私
が
鸛
に
傅
土
，の
勢
ヵ
說
の
第
こ
の
特
徴
と
呼
ん
だ
所
の
も
の
_で
あ
っ
て
、
私
も
亦
此
限
り 

に
於
て
效
m

說
を
勢
ヵ
說
と
砾
別
す
る
翦
を
扃
な
い
と
^

? '

る
。

，
，

-

_ 

ノ
 

，

、

. 

‘ 

.

然
る
に
博
士
の
'
勢
ヵ
說
は
、‘
：之
ょ
り
ー
少
進
ん
で
戌
靡
手
段
の
價
攸
に
就
て
、
そ
れ
'
が
.
勢
力
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
る
と
說
き
、
勞
働 

の
.
债

値

に

就

で

は

、
，
勞

働

奔

の

勢

力

，的

抵

抗

が

、

‘
失
讓
者
の
場
合
に
は
"

；
效
用
-—

此
場
合
は
限
'#

讷
坐
產
力
i

を
排
し
て
儕
値
に
：
 

於
響
す
る
と
虫
張
す
^

■

の
で
あ
る
。：
效
用
理
論
で
は
此
抵
，r /
L

が
，考
へ
ら
れ
て
か
い
.
9

#

し
之
を
考
鄺
し
权
け
れ
ば
、
現
實
の
經
濟
に
於 

' 

,

:

高
>

保
捣
博
士
ぅ
勢
カ
說
論
集
4

'
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、

、
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芄
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け
ざ
多
歟
の
失
業
者
の
存
在
は
說
明
さ
れ
舞
い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
之
は
私
は
博
士
の
說
の
第
三
の
特
徵
と
呼
ん
だ
.0
,

，
之
に

對
しv
t i
.
效
用
理'
論
の
立
場•
か
ら
す
れ
ば
次
の
如
く
答
へ
-
ら
れ
.•る
.
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

*,
，

■
:
 

t

。ぶ

s

m

末
：̂
暫
M

fa
_

れ
_

赛

働

凝

限

#

豐
處
衡
紀
澈
汝
%
淀

•

せ
ら
れ
る
通
り
、
失
業
の
恆
常
的
#

在
を
說
吡
し
な
い
o

併
し
^-

が
ら
、
そ
れ
は
熒
働
者
の
態
度
を
！K

身
に
解
す
.る
か
ら
說
明
で
き
私 

ぃ
と
W

ふ
，の
で
な
く
*

寧
ろ
そ
れ
は
完
全
，な
自
由
競
爭
を
前
擞
と
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
•

完
佥
競
爭
の
支
配
す
る
所
に
於
て
は
、
勞
饊
者
の
態
度
が
受
動
的
で
あ
ら
う
と
、.
將
た
又
能
動
的
で
あ
^'

う
と
-,
'

*
其
賃
銀
は
限
界
的
，
 

坐
辦
カ
に
广
致
す
る
。

, 

© 

■ 

' 

.
 

, 

而
し
て
之
ょ
り
し
て
见
に
次
の
如
く
推
論
す
る
.
こ
と
が
で
き
る
。
即

ち

•

，

类
業
の
#

在
は
，
W

界
生
淹
力
^

の
立
場
か
ら
形
式
的
に
言
へ
ば
、
売
金
競
爭
が
現
.實
の
經
濟
に
支
配
し
て
ゐ
な
：い
か
ら
で
あ
る
。
- :
'
. 

_

々
o

輿
件
の
礙
動
娘
變
懸
：

(

移
動
' ^

障變識及摩擦等諸

■

碧

情

：
が
儀
期

.
の
#

態

：的

：
德

於
 

■ -
*

杧

：
勞

靡

勝
_

め

；
麗

_

多

光

-'
:
(
7
>
_

合

，
此

：
顏

畚

競

#

及
.
び
：
遷
_

經
德
'の
逾
碟
期
揉
於
け
淹

, 

'

而
し
て
失
業
者
の
存
續
呔
單
に
勞
働
絜
の
抵
抗
と
い
ふ1

S

情
，

Q

み
に
說
明
の
理
由
を
求
む
べ
き
で
な
く
、
現
實
の
不
完
全
競
.報
の
へ 

叉
は
動
態
經
濟
の
，特
殊
事
情
：に
求
む
ベ
き
で
は
丸
か
ら
う
か
.、
即
ち
之
に
直
接
鼸
係
あ
る
も
の
.と
し
て

、

勞
働
盏
の
移
動
の
障
害
.:
'

:

*

勞
；

«

人
' 0
^

_

_々

漏

#

着
產
技
術
め
：變
艰
'-
.
>

:薷
課
の
霞
動
弯
其
他
# -

:

ぬ
办

づ
け
る
一
つ
办
理
ぼ

し

て

、の
勞
働
組
合
は
、
確
か
に
勞
銀
の
，.決
定
に
一
つ
.
の
.役
割
を
演
ず
る
で
あ
ら
.う
。
若
し
'
そ
れ
が
企
業
^
の
勢

ガ
よ
._

私
遙
_

に
練
友
場
義
限
界
坐
產
负
课
微
に
_

_

截
^ :

淨
备
扒
>:
-
-德
_

ち
_

:

ぃ:̂

<;
'

,

の
：

態が長
續ぎ

*

る

爲

贮

は’
»-

本
0
.

蓄

镇

以

勢

が

他

发

ぬ

於

尤

妨

げ

ー

ら

れ

馨

、
：當

該

勞

働

生

麄

物

^̂

勞
働
紕
合
所
屬
の
勞
働
者
が
少
な
く
と
も
一
時
的
に
*

ょ
り
ょ
く
報
は
れ
る
と
卷
へ
k

れ
る
。 

、

'

•:’
'
が

何

ル

に

せ

'-
0
:
-、
現

實

の

經

濟

に

於

尤

勞

銀

を

決

定

：す

各

^ ;

外

は
‘

勢

カ

と̂
 

k

の

要

因

で

あ
■

處

中

に

は

、
，
：
勞

鲼

款

卽

身

疗

澇

苦

：に

對

す

る

：が

理

的

請

_

>

精

神
i

僙
^

各
種
の
勞
働
に
.
對
す
る
社
會
的
評
價
が
あ
る
で

せ
ら
う
0.
'

其
常
時
に
於
い
て
慣
れ
て
來
た
從
の
勞
働
者
.
|
.政
の
生
活
水
準
も
|摘
を
演 

:
ず
^;

で
あ
が
：う
し
、' '
-
又
敎
寓
修
養
、
：：：熟
練
わ
費
用
ん
ニ
丧
幻
微
ず
る
で
办
^;

う̂
^
^

た
り
得
る
.
で
あ
ら
う
。

;

此
意
味m

於
け
.名
勢
力
遒
論.
^M

用
理
論
の
詳
述
に
外
光
ら
.な

い
9

1

而
し
て
：そ
れ
は
現
實
の
不
完
全
競
维
の

.
社
會
に
尨
け
る
：各
種
の
'
' 

勞働に影
響する諸
：

情の

.
說
明
を
行
ふ
其̂
に

等

し

現

實

の

社

會

に

於

け

：る
灰
桊
の

.

.：存
在
並
び.に

賃

銀
€ 0

.高
令
の
定
ま
る 

事
情
は
、
：
唯̂-
單
^

消
極
的
な
勞
働
者
の
«

掠

ど̂

ふ
：
言

藥

の

：
卞

に

高

田

^

士
の
解
す
ん
勢
働
者
の

「

能
動
的
態
度

」

^

强
^

 ̂

. 

.

. 

:

、
：
 

, 

.'■. 

•
. 
.
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. 

パ‘
：.
.
.
.
. 

外.
.

.

.

. 

.
•

'
Q

比
例
的
關
傲
を
持
つ
本
の
•
で
：な
く
ぅ
寧
ろ
.上
に
擧
げ
た
各
镡
の
社
會
的
■

係
の
綜
合
と
：

r

定
め
：關
係
を
持
.つ
、も
の
：ど
解
す
べ
き

な
か
ら
う
か
。
此
様
な
考
へ
方
に
ょ
れ
で
不
凳
全
競
爭
'<
0

:
理
論
、動
賸
00
'

理
_

を
坎
て
寧
ち
完
全
競
爭
の
效
用
_

論(
——

又
_は
軾
の
考

へ
べ̂

所
の
、勢
カ
理
身
#

ち
高
田
博
士
：の.
#

、1
の
：特
徽
衫
名
寒
知
勢
カ
.理
論
-

^

>

.

:の
« .

る
？
勞
働
若
の
抵
抗
は
此
第
ニ
の
接
近
の
一
つ
の
場
合
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。

.

..

パ
第
.
一
次
接
近
名
し
そ
麵
宠
金
競
愛
g

a

論
は
-

敗
_
H

.'
■..ち
完
全
競
€

が
支
配
ず
る
所
.吃
聆
を
两
ン
勞
働
者
の
產
評
價
_

ゝ
：勞

働

者

：
の
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>
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勢

力
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繭
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沉

四

2

五
ぅ)

.

さ
て
*
猶
に
戾
つ
て
勞
働
の
限
界
生
糜
ヵ
！
に
於V.

暴
働
者
れ
態
度
が
受
動
的
で
も
能
歐
的
，で
も
敢
て
_
は
な
い
と
い
ふ
次
第
を 

明
>か
•に
し
よ
.う

• 

' 

. 

I

つ
；
：
'
;
!通

德
1 -

通

配
_

_

_

.

_

_

據

藝

終
t

職
^
^

Q

露

に

就

て

、：
其
限
界
的
_

力
に
故
つ

W

定
ま
る
。
均
衡
論
式
に
表
現
す
れ
ば一

般
的
均
衡
の
慨
格
が
其
限
界
的
生
,

と
一
致 

; #

麵
娜
寥
芡
嚷
^

•

■1
; «
> S
1

讓
•

士
#

 
肺
: ^
.に
：_

認
_

_

和
' 1
^

に
等
し
い
も
の
と
い
つ
て
よ
い
o 

: 
.

,

- 

、
 

. 

.

:

-:
,
:
(
'
;

^

^

_

#

於

セ

始

然

：る
.

杞

我
_

勞

働

：の
^
^
^

.

と
.
は
<

|

的
に
不
可
能
で
あ
る
。
责
ル
長
期
の
襯
察
に
於
て
、
一
つ
.の
均
衡
點
が
見
ら
れ
る
の
は
、
' 

各
種
の
生
產
物
、並
び
に
生
带
¥

段 

が

續

的

に

供

給
»(
|

能
で
^

る
こ
と
を
必
要
と
し
、
又
可
能
で
あ
る
點
に
定
ま
る
の
で
あ
る
。
比
次
第
は
完
金
均
衡
.の
點
に
於
て
生
康 

物
カ
惯
格
对
典
迚
虛
费
に
ー
致
す
る
と
>

ふ
命
題
1

ー
般
に
知
ら
れ
.
て
居
る
所
で
あ
る
0 

:

.ぐ

」

爾し勞趣
#

雨.■顧
■

的
供
產
擊
來
梅
か

^
_此響產
_

用ゼ
^
/

:,
0

#

場

.
が
其
供
: 1
_

.

の_

_

考
さ
_

胙
る
^
ゼ

馨

為
い
。
斯
くQ

如
ぎ
說
明
を
强S

て
施
すM

と
は
循
環
霞
に
な
るQ

で
あ
つ
て
、
ベ
I
 

t

亦
既
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も
の
で
あ
る
。
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日
一
は
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ぅ

獨
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泳
と
^

_

治

球
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れ

魂
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界
_
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^

隹
_

淑
_

办
_
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求

も
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ま

其

腿

界

的

生

產

カ

れ

點

で

:±
一 

で
-^

下
时
ら
办
- ^

る
を
得
な
ぃ
で
ぁ
ら
ぅ
と
ぃ
ふ
ど
と
で
ぁ
る
。

X

之
と
反
敗
に
一
部
の
勞
働
者
が
苗
ら

0

生
活
機
準
を
顧
る•低
く
評
價
し
，、
何
等
積
極
的
な
要
求
を
搪
出
せ
ず
、
當

_

會
に
於
け

一
る. ®
;

»

_

 の
：
#

—

を
_

で
；
*

ん
&

:̂
#

^ ;

纖
.

,

^

&

る̂

^ -
^

灰
、

：
_

的
_

カ
と
等
し
い
豐
マ
引
-

^
げ
ら
れ
る
で
.
あ
ら
^

'
。
前
の
場
合
n

h

~

後
の
s

' r

し
セ
も
、
各

人

が

完

全

袭

第

機 

槭サぁ：な限

^
v
:
x;

效瓶
«:
:

比較
^

も̂歡
-

か̂氣利豫务所

^
緣働本る
^
 ̂

'-■ 

如
何
に
勢
力
の
行
使
が
あ
つ
て
も
*

勞
働
若
は
典
限
林
的
生
糜
丸
以
上
の
も
の
を
收
得
し
得
な
い
2

い
ふ
.
べ
I

X
 —

文

勢

力

AV
:
M,
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載
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故

に

後

Q

部
分

S

ち

篇

者

が

與

L

 

•ら

れ

た

る

賃

銀

裏

取

る

と
.

W

,

ふ
高
w

?

 Q

所

謂

る

受
. #

Q

經

濟

运

て
.

も
、
低
い
賃
銀
が 

そ
れ
よ
り
高
い
限
典
^

產
力
に
等
し
い
赁
銀
に
引
上
げ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
說
明
し
よ
ラ
。

.

.

,:
-
:
'
:餐

1

:

1

_

の
_

■

雙

•

界
的
生
箝
カ
に
ー
致
す
る
に
至
る
と
い
ふ
ぺ
ー
ム
の
論
證
を
承
認
す
- ^

以
上
、
同
じ
論
法
を
以
て
そ
れ
は
類
推
し
得
る
寧
柄
で
あ
る
。

■-
{

(

i

e勞
働
教
が
完
全
な
ŜWS

機
械
で
あ
つ
て
、L

り
低
い
賃
銀
よ
り
も
よ
り
高
い
賃
銀
を
選
擇
す
る
と
い
ふ
能
力
.と
自
由
さ
へ
あ

■ : 

' 

. 

■ 

; 

.... 

. 

■ 

- 

: 

•
-
- 

■れば、麓然さぅ方る

®
であ石
。' 

■

,
. 

:

こ
れ
は
、
あ
る
均
衡
價
格
が
時
計
从
振
子
の
如
き
前
後
動
播
を
す
る
沛
垛
僧
袼
の
現
象
を
經
て
、
漸
く
一
定
の
安
定
點
に
達
す
る
と 

い

ふ
說
明
灯

一
つ

の
應

fl
l

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

斯
か
る
，均
衡
價
格
に
達
す
る
に
必
要
な
前
提
は
、
麟
る
f f

單

な

市
. ^

の
メ
ヵ
ニ 

■
X

A

で
あ
る
。
自
，由
競
#

の
行
は
れ
'

市
埸
•

6
機
構
で
あ
る
.
。
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高

田

保.揭

博

士
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勢

カ

說

論

集
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五

六
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一
五
二

)

.

.

;
:
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纖

^ *
_

«

一

 

9

_

^

忙

識_

:;
«

_

:^
:

,

れ
_

の
_

葡

-'
^
:
:- ^
薩

っ
て
兢
，
が
完
金
な
ら
ば
個
'々
の
備
主
.の
相
互
^
競
宰
は
彼
等
自
身
を
驄
っ
‘て

、
結
局
其
熒
働
背
に
鄴
し
て
よ
り
高
ハ
、
卽
ち
其
股
界 

的
生
淹
力
等
し
い
賃
銀
を
與
ふ
る
に
至
，，る
で
あ
ら
ぅ
し
、
'叉
勞
働
'許
側
に
於
て
.も
よ
ゎ
有
利
な
石
I
酬
、に
问
つ
て
移
動
す
る
自
h
さ 

/
_
あ
'1
1
.

は
^
漏
集
_
谓

議

ふ

_

_

_

い

讀

馨

':
:
1
)

_
:'
1

層
^

，
安

幽

趣

獲

：

■

"'
®

嫌
_

«

,

測
; ^

靡

淡.

め

愈

じ

^

法

碎

途
中
H

或

は

籯

真

袭

が
•

そ
れ
よ
り
上
洛
に
又
は
そ
れ
ょ
り
下Q

楚

丨

例
へ
•ば
永
年
の
^
:

憤
や
傅
統
に
縛
ら
れ
て
、
 

よ
り
.
有
利
な
る
勞
働
の
機
#

を
捉
え
な
い
#
な
場
合—

-
鋳
銀
を
固
定
せ
し
必
よ
ぅ
と
す
る
作
用
を
持
つ
こ
と
は
確
ん
あ
り
辱
る
で
れ 

.、
ら
ぅ
。
併
し
そ
れ
は
畢
竟
す

る

に

過

渡

的

の

觀

察

と

し

て

認

め

.ら
れ

る

忙

過

ぎ

な

い

o
,

結
局
.は
^

_

-
« -

期
：の
觀
察
を
，
す
な
'^:
-

尤
.

1

 

上
記
の
命
題
は
努
働
背
が
勢
力
を
行
使
す
る
.と
否
と
に
拘
ら
ず
安
當
す
lo

そ
れ
^
博
士 

Q

所
謂
*勞
働
者
.の

勢

カ

ぢ

考

慮

に

人

ル

^ :
ハ 

*

翁

者

い4
沾
汍
づ
轉
ろ
：博

士

：め
- #

力
■

 

直 

接
ま
责
雇
摩
決
定
す
る
腺
猶
^

し
て
'
で
» :

く
し
^

.:
:

'

_> ^
:

與
修
と
し
て
» .

撕
效
用〗

^

^

因
チ
の
中
.のf

<?

と
し
て
取
入C

 

れ
ら
れ
て
居
る
。

. 

， 

■

:
.
'
:
勞

識

者

の

_
游
標
,
冗
對
; ^

る
自
身
'-
-

0
心
观
的
滸
_

，
：勞
働
者
诌
身
;0

社
會
的
地
、位
桉
_

1:
:

;

^

^
 

在
抗
$:
:
. 

說
か
れ
る
時
に
典
內
容
と
考
へ
ら
れ
•る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、(

同
*
:

八
一
一M
參
S

そ
れ
が
限
界
的

生

舊

.以
上
の
：賛
歡
を
要
求
す
る

. 

も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
耍
'求
は
結
局
一
—

長
期
の
齡
察
に
於
て
|

通
用
し
な
い
も
の
で
あ
名

0
又
若
し
其
要
乘
が
限
界
的
生
產
カ 

以
下
.の
價
格
で
あ
必
な
ら
ば
.、
そ
の
要
求
以
上
の
報
酬
が
勞
働
客
に
與
へ
、ら
れ
る
に
f

普
で
あ
るo 

'
:
'

.

浩
し
事
態
斯
く
の
.
如
く
で
ぁ
.る
と
す
れ
ば
、
勞
働
者
の
：態
度
が
受
働
的
で
ぁ
る
か
、
能
動
的
で
ぁ
る
か
と
’ぃ
ふ
と
と
« ,

眼
界
生
產
カ
.

皸
に
と
.

黑

何

等
§

« '

的
I

I

を
挣
た
な
v >
v

:

:と
：い
へ
■今
 

支
べ
私
ぃ
、
：寧
ろ
.
そ
れ
を
豫
^

動
す
る
と
い
ふ
之
と
：は
、
^

酿
者
が
能
動
的
に
動
く
こ
ど
、
害
異
が
奪
；̂
セ
_

ぅ
、'
^

思
は
れ
る
か
ら
で
ぎ
る
0

,
又
敢
て
積
極
的
に 

抵
抗
し
な
く
て
も
勿
論
か
ま
は
な
い
.
，
。

.

.

.

. 

• 

‘ 

. 

へ
を
ル
ザ
如
現
實
の
雜
濟
杧
於
そ
、
.
--
'

^

い
ふ
蕻
態
を
如
.何
.
に
說
朋
.す
.
る
か
と
い
：ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
：私
の
考
へ•

に
ょ
れ
*は
，、
_

に

も

述

べ
.̂
通
り
主
と
'
し
て
完
全
競
率
を
妨
げ
.

•2
>

諸
'タ
の
事
情
：の
*

许

忙

弟

づ,<
と

答

；へ
.：
る0
:丨

:

.

一：.
' 

.
' 

：

:，
::
■

が
併
し
：泰
が
完
全
つ
て
も
或
る

g
Q

勞
働
に
就
て
在
り
餘
S

.

Q
1#

働
者Q

供
給
が
あ
.る
と
す
れ
ば
如
何
と
問
は
れ
る
か
も

,

_

队
尨
ハ
。斯
か
が
前
提
^

！̂
に
於
.て
：は
勞
働
乾
は
■

局
腐
#れ

：：

芩

あ
れ
ば
、
そ
れ
‘は
失
贫
紫
と
し
て
無
報
酬
で
あ
る
と
見
な
け
れ
'ば
な
ら
ぬ
し
又
そ
れ
で
^*

八
ロ
现
で
は
な
い
と
思
ふ
。
こ
、
V ^
M

は
れ
る
版 

.
り
と
；

は
、
；

.を
霞
す.に
當
り> 
1
:づ

め

企

業

：が-
^

必
要
と
す
る
以
上
、
無
數
の
勞
働
若
の
供
給
に
應
じ
て
總
て
之
を
生
康
に
參
加
せ
し
め
‘得
る
と
は
い
へ
.
な
い
が
ら
で
あ
る
。
而
し
て
虬

際
の
場
合
審
て
の
螽
、
滿
'̂

に
於
け
暴
ヵ
€
,
勞
働
覧
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
，ら
ぅ
。
.
_
の
收
得
す
る
勞
鈒
は
专
動
物
的 

坐
沽
を
維
持
す
る
に
'足
る
か
姑
ら
ぬ
か
と
思
は
れ
る
程
の
も
の
で
あ
つ
た
。’
彼
等
は
正
¥

與
へ
ら
れ
た
る
效
用
獾
得
の
，機
#
を
選
擇
す 

る
所
の
機
贼
に
過
ぎ
な
い
‘

の
で
あ
つ
た
と
見
て
ょ
い
、で
あ
ら
少
。
.又
同
祷
に
彼
等
の
生
活
は
如
^

に
生
活
上
ひ
矜
恃
が
あ
つ
て
も
免
' 

■
れ
る
こA

h

の
で
き
な
い
運
命
で
-
あ
る
.ど
見
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ら
ぅ
。
故
-2
>

に
斯
く
の
如
き
供
給
過
_
の
苦
カ
に
柱
つ
て
も
之
に 

.
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高
田
保
馬
博
士「

勢
力
說
論
集
し 

-

.
、

五

又

d

l

婆

す

る

，需

要

が

增

大

す

る

に

連

れ

<

、
.供
給
貴
が
之
に
較
べ
て
少
く
な
る
や
否
や
、
-

-

-阼
今
の
滿
洲
や
北
支
に
於
げ
る
如
く
_

_

_
其
'

收
得
す
る
賛
銀
は
向
上
し
つ
、、
あ
る
の
必
あ
•るo

而
し
て
其
理
由
は
铍
等
.
の
限
界
的
生
鹿
力
が
高
ま
つ
.
た
か
ら
で
魟
る
、
即
ち
彼
等
の 

勢
力
的
抵
抗
に
依
る
，の
で
!&

く
、
限
界
勞
働
者
.
が
.坐
產
力
の
l

s

i

r问
い
仕
事
に
從
事
す
る
t

至
つ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
つ
•て
ょ
い
で
あ 

.
ら
う
。
彼
等
の
赏
銀
の
高
底
の
.
變
動
は
勞
働
者
が
能
動
的
で
.
あ
る
か
否
.か
に
枸
，り

な

い

の

だ

と

い

へ
る
で
あ
ら
‘

う
。

か
し
ー
史
に
，次
の
如
き
問
ヵ
發
せ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い

4

;
苦
カ
が
過
剩
な
場
合
に
も
、
苦
力
は
働
く
以
上
決
し
て
無
^

^

で
な
く
、
 

幾
何
か
の
代
愤
を
受
取
る
で
‘
、あ
ら
う
。
‘

金
く
只
な
ら
ば
働
か
'
う
と
は
し
な
い
で
あ
ら
う
と
。
そ
れ
ば
-^

に
其
通
り
^

あ
る
。
我
々
ま

-J
r
 

様

な

極

例

に

於

て

、
勞
働
の
若
痛—

又
は

d
i
s
u
t
i
l
i
t
y

不
效
用—

と
货
銀
と
の
關
係
を
說
く
學
f

想
ひ
起
さ
I

を
得 

•

な
い
。
豐

嚣

背

は

勞

g
の
苦
痛
と
勞
働
の
價
値
：

一

其
效
用―

-

と
を
比
較
し
、苦
痛
が
效
ff
l!

を
凌
ぐ
時
は
勞
働
を
提
供
し
な
い
。 

'^

便

の
' *
«:
:^

從
つ
.
,*
1
:
,其
^

界
的
^

^

-;
>

:

」

致
す
る
^

に
安
^

す
る
と
。

勞
，働
の
，
^

痛
は
惟
ふ
に
勞
働
者
が
一
定
額
以
下
の
貴
銀
で
は 

'
':
«

せ

ま

應;:
^

食
|

^

渉

务

：ー
1

田
曝
翻
ぬ̂
;

靠
ふ
; »

貌
# -
1

:

<̂0
"

|

?

!

^爲̂
^'

史
0

^

^

名
.
で
^.
^

冬； i
f

以
あ
^

高
實
な
勞
働
考
^

一
 

へ; #
^

^

:

_, «

懷
_

唯
繼
：肌
.

_
液
^

^ '
'

^

^

|

1

頗̂
务
滴
^

|

^猶
ザ
'&
; ^
.
:段
.鮮
:.
;

|
杨
額
狄
下
め
^

«

で
,1
,

<;

こ
を
^

、.
^

自
#.

c>
を
傷 

け
、
彼
启
身
め
と
の
て
遊
だ
し
い
心
理
的
苦
痛
を
與
へ
る
で
あ
ら
，う
と
’證

し

得

る

の

で

あ

る

。

而
し
-て
そ
，れ
は
隙
士
の
诉
謂
る
箱
力

:

■

戮
1

兔

層
1

1

_

_

_

1

1
1 :

1

響

；§

_

: 1
1 :

_

-

,

1

_

^

1

■

に
細
違■

.:
0

萌

出

廣

■!
;

廣
働
妓
寒■

■

%

め
_

の̂

纖

ぬ

餘

衝̂

ど
こ
に
在
る
で
れ
ら
，う
か
。
苦
痛
こ
そ
け
勞
働
者
が
抵
抗
す
る
一
つ
，の
现
H1

で
は
な
W

か
。

-

- !
_

_

■

■

遮
纖
■

於

满
:•
«

麗

倚

蒙

と
す
る
猶
定
は
是
認
せ
ら
办
な
け
れ
ば
な
る
ま》

。 

- 

.

•

.
併
し
此
様
な
意
张
の
抵
抗
を
從
來
の
效
用
.理
論
が
金
く
考
慮
し
な
か
つ
た
で
あ
，ら
ぅ
か
.と
い
ふ
な
ら
ば
、，
そ
れ
に
は
旣
に
考
慮
し
て 

居
る
と
答
ん
ざ
る
を
得
'
な
い
。'
.
‘嘮
働
の
價
格
.を
決
定
す
る
一
方
の
事
情
と
し
て
勞
莕
を
擧
げ
た
の
は
旣
に
T

ダ
ム
，
ス
ミ
ス
の
街
名
念 

言
葉「

t
h
e

 

t
o
i
l

 

aa-t
r
u
e
」
.

に
，始

ま

名

。

心
理
.的

快

樂

主

義

的

限

界

效

用

論

背

ジ

ズ
ボ
ン
■ス
は》

働
の
不
用
效(

d
i
s
u
t
i
l
i
t
y
)
' 

.

と 

い
ふ
言
葉
を
用
ひ
て
此
不
宰
f

概
f

復
沿
さ
せ
た
。
见
に
，べ
1

;
み
•

バ
ゥ
，ニ
夂
の

.指
摘
す
_
る
所
に
依
奵
ば
、~エ
ッ
デ
ヲ
丨
ス
も
亦 

「
c
o
s
t

 

a
n
d

 

s
a
c
r
s
c
e
L

や「
d
i
s
u
l
y
」

を
用
ひ
^ .

毁
用
概
念
を
混
同
さ
せ
た
し
マ
ー
シ
•

ァ
ル
も
亦
”

力
I

ド
と
ジ
ェ
ボ
ン
ス
を
祈

*

 

し
て
鈥
の
兩
双
に
例
へ
る
時〔

'
此
混
同
'

か
ら
.
觅
れ
て
居
た
と
霄
ひ
難
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
ハ
。(
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四
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參
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1

翁
的
麥
當
_

_

:

な
ぃ
：紀
^

牌
給
奴
格
齔
を
と
ら
れ
な
い
所
か
ら
し
て
敢
て
ビ
、
に
繰
返
し
て
說
明
す
る
必
要
も
な
い
で
あ
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
-
唯
た
此
處
に
私
が 

券
.

；^

w

u

た
‘|
由
^ :
:

>

:

:

_用
_

霖

纪
_

，
#

_

わ
_
視
し
そ 

.

評
價
と
の
間
に
抵
檢
た
1
點
に
於
て
實
質
的
差
異
は
認
め
雛
い
と
い
ふ
1?
1
と
を
言
ひ
添
へ
た
い
と
^

ふ
か
ら
に
外
な
ら
な
V

。

.

*

而
し
て
若
カ
の
供
給
の
供
給
の
如
き
特
魏
の
場
合
に
較
べ
て
、
發
達
せ
る
市
場
經
濟
の
則
會
に
於
け
る
失
業
者
の
#

在
は
.
全
く
事
^=

 

-

を
興
に
す
る
。
縱
令
ひ
多
數
の
失
業
客
が
恒
常
的
に
存
在
す
る
と
し
•て
も
、
他
方
に
從
來
と
、變
り
な
.い
又
は
そ
れ
以
上
の
賃
鈒
を
受
取

,

違
ひ
ょ
り
生
ず
る
も
の
と
鼠
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
現
實
の
凝
濟
は
動
態
袖
で
あ
つ
て
、
與
咐
の
、變
動
が
絕
え
ず
現
れ
て
行
く
。
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の
變
化
が
あ
タ
|

の
變
化
が
|

>

經
濟
組
織
の
變
化
が
t

.

、.
.自
然
的
.條
件Q

變
化
が
.
あ
各
。

一
切
の
自
然
的
愈
に
社
會
的
I

:

 

爲

り

は

ま
.と

袭

濟

の

與

件

，を
變
動
せ
し
め
る

o

.
人
々
は
之
に
應
じ
て
其
經
濟
H-
I

*
窘

靈

し

、
將
來
の
豫
测
を
絕
え
ずg

編
成 

.靜
し
.な
淑
_

爾
_

策

衡

：.圈
_

承

滤

險

％_

:«
の

奪 

ぶ
い

■ 

ノ
，
も

矮

戮

揚

遼
_

讀

：■

場

き

；事

餐

遲

：

遊
休
し
、一

部
分
の生

！
；

物
が
捌a

を
見
失4

と
ぃ
•
.ふ
こ

と
は
當
然
推
定
竊
る
わ
と
で
あ
る
o

:
失
_

存
在
の
'
說
•

は

奪

わ
^

^

と
.
は
炖
知
の
如
く
で
あ
る
。 

、

：

-

.
 

-

?

.

:■'
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.
' 

-

:

.

:
 

失
業
4

も
{

女
く
働
ヵ
ぅ
と
し
な
い
.
と
エ
勞
働
者
が
澤
.
山
遊
ん
で
居
.
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
故

麻

し

議

期
.
の
靜
_
的
現
象
で
な 

:'
:<、

短
ぼ
猶
良
的
寒
铲
達
完
杂
き
摩
濟
社
會
着
象
で
；あ
,

高
^

 

て

' 

.安
く
働
か
ぅ
と
し
な
い
抵
抗
を
爲
す
場
合
も
t

ぅ
し
、
又
高
晶
士
の
記
せ
ら
■

.

ダ
グ
■

'

や
匕
I

 

.
.

の
f

屢
を
見
越
し
.て
凡
在
身
を
落
す
こ
と
を
嫌
ふ
か
ら
で

あ
る
場
合
も
あ
岑
か
名
抑
な
い
一
o

:
之
は
過
渡
的
蓮
i

-
し
て
承
認
し
て
‘ 

亡

A

*

へ：泡
い
。
が
併
し
そ
れ
丈
け
で
は
說
明
比
不
充
分
で
あ
る
0

.
何
故
が
と
，い

へ
ぼ
斯
檨
な
過
渡
的
事
暾
瞥
決
し
て
或
る
安
定 

.

I

I

不
すi

l

v

か

ら

で

あ

るU

此

過

渡

的

篇

以
| -

ど
：ぅ
な
る
か
と
；ぃ
：

'
へ
：ば
、
|

此
虡
で
長
期
、
動
競
筆
の
假
定
を
取
入

れ

る

ぶ

齡

局

體

灌

を

重

幸
I

響

義

觀

し

I

塞

,

忑

於
I

限
：界

的

奪

力

導

し
.ぃ
_

に
.
甘
ん
t

例
：.へ'
ば
何
等.か
の
事
情
：に
恶
づ
^

て
、
.

其
國
の
#
本
や
資
猶 

.勞 

_

に
對
す
^

霞
要
が
議
f

れ
洗
戴
饊
0

憂
的
生
虚
力
も
亦
著
K

々
據
遴
す
令
で
^

^

*

■

容

働

者

富
■

蒼
の
需
要
を
も
ち
# :
_

事

情

漢

頻

蛋

；闻

鍾

■

■

幸

る
抵
杭
ど
鎵
0

ギ
ド
$

結
眉
坐
，活
費
以
動
貧
#

:%
^

甘
ん
_

蜀
; #
^
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.之
明
か
な
如
く
、勞響が抵抗して

I

s

.

供
給
價
f

引
下
げ
ま
い
と
す
る
力
は
、
之
を
引
上
げ
ょ
ぅ
と
す
る
力
と

■■
'
.
.
•
#

じ
：^ '
.
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^
金
« -

排
<7
>

>

锨
提
の
：本

，に

於

て

は

限

麥

#

教
を
：否

适1^

滞
^

^

•
.限
界
坐
箝
力
と
一
致
す
る
と
限
ら
ぬ
於
故
に
、
直
模
之
を
規
定
す
る
一
つ
の
要
栖
た
り
得
名
で
あ
ら
ぅ
。、
そ
の
限
り
に
於
て
、
斯
か
る 

ン
齋
W

#.
;

の
_

钪
れ
作
用
:5
:

_

究
：ず
^

_

ば
«

^ :

齋
勝
た
^
意

も
の
.は
此
意
味
に
於
て
是
認
せ
ら
れ
名
も
.の
で
あ
る

Q

诹
ち
そ
れ
は
，ょ
り

'現
賀
的
な
る
.
不
'
.完
_

淨
の
動
態
の
經
濟
の
硏
究
の
一
つ
の

;:
_

分
ぢ
_

_

_

|

_(

_

■

議

_

#

麵
者
ぬ
紙

り
望
ま
.し
い

も

の

で

な

く

、

癉
ろ
.
此
抵
抗
的
態
度
の
實
質
を
爲
す
も
.
の
.
が
前
面
に
持
ち
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
.ら
な
い
と
私
は
考
へ、

る
。

.

•

勞
働
者
の
抵
抗
的
態
度
又
は
勢
力
の
實
質
を
爲
す
も
の
と
し
て
我
々
，の
腦
裡
に
浮
ぶ
も
の
は
、
勞
働
組
合
の
勢
力
、
勞

馨

の

务
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囊
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か
む一

走
の
.關
係
を
持
つ
も
の
で
あ
‘
る
。
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——
；

固

ょ

り

之

丈

け

、が
賃
銀
決
定
に

.
影
響
す
る
耍
素
.と
い
ふ
譯
で
は
な
い
唯
然
と
，

,

勞
働
者
の
规
抗
的
態
度
ど
い
ふ
概
念
を
持
ち
出
す
丈
け
で
は
、
そ
れ
と
勞
働
賃
銀
と
の
關
係
を
知
る
こ
と
は
困
靴
で
•
あ
り
、
叉
そ
れ
と•
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論
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ず
る
と
は
限
ら
な
い
し
叉
敗
扩
の
人
パ
と
央
業
者
の
多
霖
と
ぱ
^

> .

し
も
同
一
方
向
に
變
動
す
る
，と
も
限
ら
な
v>

で
あ
，ら
ぅ
。

r

く
の
A

き
各
種
の
招
，扩
文
は
勢
力
は
私
を
じ
て
言
は
し
む
れ
ぼ
則
ち
經
濟
•理
論
上
^
件 

< 

與
件
で-

る
•
あ
が
故
に
.
、
反
面
に
■
於
て
^
 

作

件
で
受

)

.

と
し
：て
考
へ
得
る
も

.の

で

參V
、
、

そ
れ
t

,

の
，與
件

の^ /
用
を
取
入'れ

て

、
.

即
ち
勢
力
.の
作
用
を
取
人
れ
て
經
濟
現 

，
象
，
を

說

明

す

る

所

の

經

濟

’
の
勢
力
理
論
と
そ
、
效
用
现
論
の
第一

1

次
接
近
た
る
實
質
を
有
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
れ
るO

そ
叶
は
勢 

カ
關
係
と
し
，
て
價
格
を
理
解
す
る
立
場

■に
秦
杈
る
唯
一
の
も
'Q

で
あ
る
と
思
は
れ
るo

而

し

て

そ

れ

は

同

時
4

べ
.
丨
ム
の
I

f

現 

代
的
に
活
か
す
所
の
勢
力
と
法
則
め
統
.一

の
理
論
た
ト
得
る
も
の
‘
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
パ
。 

，

, 

.
'而
し
て
此
立
場
こ
そ
は
上
に
説
.
明
し
た
博
ナ
の
第
五
諭
に
展
開
せ
，ら
れ
た
る
/
所

の

勢

ガ

理

論

と

し

て

の

統

制

經

濟

並

び

に

阈

家

經 

濟
.

^

び
t

fe

紅
濟
へ
通
ず
‘
る
も
の
と
患
は
れ
る
る
6

薇
し
國
絮
經
.濟
も
統
制
&

濟
-^

そ

れ

^

^

純

形

式

的

に

は

從

來

の

市

場

の

掩

^

.
 

の
與
件
を
變
班
し
.

設

宛

し

翁

ら
.1
.

き
勢
カ
關
係
令
；生
み
出
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
0

而
し
て
そ
^

は
勢
*.

關
•系
がp

 

全
兢
爭
を
許
す
形
-
に
於
.て
作
用
せ
る
自
由
競
，

の
市
場
理
論
よ
り
•進

ん

で

、

勢
カ
關
係
が
市
場
機

糨

を

變

革

し
、

諸
種
の
轍
占
關
係

を

 

蒙

、
國
象
的
統
制
の
姿
文
生
ん
で
.
き
產
實
の
經
濟
の
變
容
§

論
f

資
f

持
ち
得
る
の
，で
ざ

るO

而
し
で
私
自
身
此
途
に
よ 

,

つ
て
現
.
,ft

統
制
經
•濟
の
理
論
を
立
て
よ
ぅ
と
努
め
つ
、
あ
f

の
で
あ
り
、
本
誌
に
鶬
匕
發
表
し
た一

論
文C

「

經
濟
理
論
と
.統
制
經
濟」 

—

:
昭
和
十
<

印
十
::

月
號
|

)

は
其
途
へ
の
初
步
的
な
試
み
.
で
耖
つ
た
0

'
擱
筆
す
る
に
當
つ
.
て
、
良
田
勝
土

の「

勢
力
說
し
樹
立
へ 

の
捣
ま
ざ
.
る
努
カ
が
絍
荠
の
‘蒙
を
啓
き
、
硏
究
へ
，の
好
き
刺
戟
と
*

れ
を
こ
，と
.
に
就
て
感
謝
!o'

意

を

表

す

る
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鹽

ぃ
今
日
一
一
つ
の
意
味
に
於
て
極
めy

重

要

で

あ

る

。
、
一

は
人
類
の
絕
對
的

傅
統
的
な

生

活

、翁
品
と

し
'

て
、
他
は
近
代
北
學
エ
業

の

莪

礎

原

料

，と

し

て
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本
#

は
こ
.の
や
ヶ
な
鹽
の
重
要
性
上
現
下
の
變
轉
極
り
な
き
國
際
情
勢
に
鑑
み

て
M

共
榮
圈
内
に
於
け
る
鹽
資
源
の
急
速
.な
自
給 

を
足
.

巡
し
國
策
に
資
す
る
问
的
を
以
て
も
の
さ
^

た
も
^

で

あ
- ^

即
ち
ぷ
の
共
榮
圈
內
の
贩
資
源
確
立
に
I

f

、
中

國

鹽

業

の
: ^
負
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々

ふ

飢

齡

ば

日^ ^
^ -

揲

が

先

驅-

^

^

最

ル

钊

目

期

待

し

得

ー

る

紀

啟

本

あ

名

ぽ

贫

が

ば

办

^

>;
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め
：歡

那

鹽

業

を

見

嚴

_
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_
>:
>

_

^ .
7

_

_

i
改
,

の
憧.輪

歡

狐

_

に

淹

吟

•

と
の
坐
齡
分
野
か
，ら
も
'

:

中
國
各
地
(0

鹽
業
事
情」

を
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之
が
本
搭
の
第
ー
.
の
課
腿
で
あ
る
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し
鹽
は
中
國
に
と
つ
て
特
殊
な
脑
史
的
賢
味
を
有
す
る"
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中

國

鹽

制

は

中

國

内

政

問

題

，
の
ぅ
ち
重
，要

視
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れ
る
も
の
で
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-
れ
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單
に
、

「

財
政
制
度J
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：

上
か
'
ら
注
目
さ
^

-
る
の
'
‘み
で
故

ぐ

、

鹽

の

必

需

性

'か
ら
し
て

 <-

中

國

民

衆

の

生

活

問

題

」

，と
し.
て
深
く
そ
'の
表 

裏
を
探
究
す
る
乙
と
が
、
新
生
吏
那
.

へ
の
®

出
發
に
は
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要
な
こ
と
の
,
ぅ
に
思
は
れ
る
9

「

王
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盛
響
ト
す
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